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は じ め に
英米文学における日本の表象や影響を論じた
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の羽織袴と丁髷姿は The Illustrated London
































































































































































































































年 8月から翌年 11月にかけて 1年 3か月の松
江での教師生活を終えて熊本に移るまでの約 2
年間にハーンが観察し経験した日本を記述した

























































ハーンは Kwaidan を 1904年（明治 37年）
日露戦争勃発の二か月後に出版し15）、その約 5
カ月後に心臓発作で突然この世を去った。先述
の Glimpses of an Unfamiliar Japan において、

























亡くなる 5年前の 1974年、リーチ 89歳の時だ






















































携わる craftsman と artist を融合し、自分や濱















































のさらなる統合が在ったのだ（in the search for
the meeting place of aspirations between two
hemispheres has lain the further unification of our
concepts of truth and beauty）」（Leach 305）と書
き、最終頁に「私は東と西の結婚のヴィジョン
を見た（I have seen a vision of the Marriage of
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